
高崎健康福祉大学大学院農学研究科

学生の確保の見通し等を記載した書類

（資 料）

目 次

１．資料１ 高崎健康福祉大学農学部地域連携等の状況

２．資料２ 地元自治体、農業界および関連産業界からの要請状況

３．資料３ 在学生アンケートの質問票およびパンフレット

４．資料４ 群馬県農政部へのアンケート質問票およびパンフレット

５．資料５ アンケート結果の概要

６．資料６ 入学希望書

７．資料７ 本学既設大学院および農学研究科（予定）の学生納付金

８．資料８ 他大学大学院および本学農学研究科（予定）の初年度納付金の比較

９．資料９ セミナー・講演会等のポスターおよびパンフレット

１０．資料１０　大学院修了者の就業動向



資料 １

学生確保（資料）- 2



学生確保（資料）- 3



学生確保（資料）- 4



（秘密保持）

第9条 甲と乙は、 連携・協力事項の実施にあたっては、 守秘義務のある資料及び個人情報等については

慎重に扱うものとする。

（有効期間）

第1 0条 本協定の有効期間は、 協定締結日から1年間とする。

2 期間満了の日から3 0日前までに甲又は乙から協定を終了させる意思表示がない場合は、 期間満了の

翌日から1年間の自動更新とし、 以後同様とする。

（署名）

第1 l条 本協定の証として、 本書を2通作成し、 甲と乙がそれぞれ署名する。 なお、 本協定書の署名に

おける乙については、 代表として群馬県牒業協同組合中央会の代表理事会長がこれを行うものとする。

令和2年6月2 5日

甲 群馬県高崎市中大類町3 7の1番地

高崎健康福祉大学
学長

わ咀，

 

腿賢 ‘ 

乙 群馬県前橋市亀里町1 3 1 0番地

群馬県農業協同組合中央会
代表理事会長

大還
＇恩、 ----
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学校法人高崎健康福祉大学

理事長 須藤翌一 様

農第 30072-89 号

令和3年2月4日

群馬県知事 山本一― 兄
（農政課）『刑事言

鴫瓢舶

高崎健康福祉大学大学院農学研究科生物生産学専攻

博士前期課程・後期課程の設置に関する意見書

本県は大消費地である東京から 100km 圏の好立地や、 恵まれた年間日照時間などによ

り、 キャペツ、 キュウリ、 ナス等の野菜生産では全国上位を占めている。 また、 生産費が

全国1位のコンニャク、 全国2位のウメなどの産地であるとともに、 果樹やイチゴなどで

は観光直売も盛んである。 一方で、 全国的に農業従事者の高齢化と担い手不足が深刻な問

題となっている中、 意欲的な新規就農者の確保と労働力不足の解消に向けて、 県では、 先

端技術を活用したスマ ー ト農業の技術開発や現地実証に取り組んでいる。 また、 本県の地

域資源を活用した6次産業化や果樹等のオリジナル品種の開発・普及など、 地域の強みを

生かした農業を推進している。

このような中、 貴大学は、 令和元年度に県内初の農学部を開学し、 最新の知見に基づく

教育と地域に根ざした研究に取り組んでいる。 令和元年9月には、 本県と貴大学との間で

「群馬県における農業振興及び6次産業化推進に係る連携協定」を締結し、 農業振興及び

6次産業化の推進に必要な研究と技術開発、 それらを担う人材の育成について連携した取

り組みを進めることとしている。 さらに今後、 大学院農学研究科を設置することで、 高度

な専門知識を習得した人材が育成され、 スマ ー ト農業など高度な研究分野の技術開発や地

域資源を生かした食品開発などで県との連携が一層進み、 本県の農業振興や6次産業化の

推進に大きく寄与することが期待される。
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学校法人高崎健康福祉大学

理事長 須藤喪ー殿

令和2年IO月1日

群馬県牒業協同組合中央会

代表理事会長 唐澤 透

高崎健康福祉大学大学院牒学研究科博士（前期・後期）課程設悩に関する要望密

群馬県は大消費地である東京から100km圏の好立地や、 全国第2位の恵まれた年間日

照時間などにより、 キャベッ、 きゅうり、 レタス、 ほうれんそう等の野菜生産では全国上

位を占めている。 一方、 全国的な産地間競争の激化の時代にあって、 本県産農産物のプラ

ンドカ強化による高付加価値化が強く望まれており、 そのための研究・開発、 およびその

成果を実践できる人材の育成が急務である。 また、 牒業産出額の4割を畜産が占めるとと

もに、 生産批全国第1位のこんにゃく、 同第4位の小麦などの主産地でもある。 しかし、

隈業従事者の高齢化と後継者不足は本県においても例外ではなく、 意欲的な新規就殷者の

確保とともに、 その意欲に応えるよう最新の知見・技術に根ざす新たな1塁業のあり方を提

示することが強く望まれている。 加えて、 国連が主郡する国際社会共通の目標である

「SDGs（持続可能な開発目標）」の時代にあって、 自然と人間社会の共生に向けた自然現

境保全に基づく隈業を基盤とした地域社会の発展と、 それを支える技術・学術の振興なら

びに人材育成が求められている。

このような認識に鑑み、 群馬県股業協同組合中央会と高崎健康福祉大学は令和2年6月

に、 牒業振興及び地域社会の活性化と地域社会で活躍できる次世代型人材の育成を基本活

動テ ーマとして、 相互に協力可能な農業、 地域社会等の分野における連携を深めるための

「高崎健康福祉大学とJAグルー プ群馬との相互連携協力の推進に係る協定書」を締結し

たところである。

高崎健康福祉大学は令和元年度に国公私立大学を通じて群馬県内初の農学部を設置し、

上記をはじめとする県内股業の諸課題の解決や、 一恩の1農業振興のための教育ならびに研

究・開発に取り組んでいる。 今後さらに大学院1農学研究科を設置することは、 上記協定密

の精神をより具現化することにつながる。 特に博士後期課程の設置は、 群馬県の1農業振興

と地域活性化に、 理論と実証研究を活かした即戦力となる次世代型人材育成のために必要

であると関係者も切望するところである。
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1。

1 つだけマークしてください。

農学部 ⽣物⽣産学科

健康福祉学部 社会福祉学科

健康福祉学部 医療情報学科

健康福祉学部 健康栄養学科

薬学部 薬学科

2。

1 つだけマークしてください。

学部 1年⽣

学部 2年⽣

学部 3年⽣

学部 4年⽣

学部 ５年⽣（薬学部のみ）

学部 6年⽣（薬学部のみ）

⾼崎健康福祉⼤学⼤学院農学研究科に関する
アンケート
⾼崎健康福祉⼤学では、2022（令和4）年4 ⽉に、⼤学院農学研究科「⽣物⽣産学専攻」（博⼠前期（修
⼠）課程および博⼠後期課程）を開設すべく準備を進めています。この研究科では、既存の農学部⽣物
⽣産学科の理念を拡充し、⾷と農に関わる諸課題を多様な観点から捉え、専⾨分野の⽅法論のみなら
ず、学際的なアプローチも駆使してグローカルな視点から取り組むことができる⼈材の養成をめざしま
す。
⾼崎健康福祉⼤学⼤学院農学研究科の開設について、皆様のご意⾒を伺いたく、アンケートを実施いた
します。
以下のアンケートに回答をよろしくお願いいたします。
*必須

１．あなたの所属学部・学科を教えてください *

２．あなたの学年等を教えてください。 *

資料３
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3。

1 つだけマークしてください。

⼤変興味がある

興味がある

どちらとも⾔えない

興味がない

4。

1 つだけマークしてください。

ぜひ進学したい 質問 5 にスキップします

条件が合えば進学したい 質問 5 にスキップします

どちらとも⾔えない 質問 6 にスキップします

進学したいとは思わない 質問 6 にスキップします

進学希望者への追加
質問

【４の質問に対して、「ぜひ進学したい」または「条件が合えば進学したい」を選択
された⽅のみ】

5。

その他:

当てはまるものをすべて選択してください。

⾷と農に関してより深く、より⾼度な研究活動を⾏いたい。
⾼度専⾨職業⼈として社会で活躍するためのより⾼度な知識・技術や⾼度で総合的な判断⼒を⾝

に着けたい。
将来、研究者・技術者として働きたい。
学位（修⼠）を取得したい。

質問 6 にスキップします

博⼠後期課程への進学について

３．現在、本学で計画中の⼤学院農学研究科（博⼠前期（修⼠）課程・博⼠後期課程）に
ついて、興味がありますか。 *

4．⼤学院農学研究科【博⼠前期（修⼠）課程】への進学を希望されますか。 *

５．⼤学院農学研究科の博⼠前期（修⼠）課程への進学を希望される動機を教えてくださ
い。（複数選択可） *
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6。

1 つだけマークしてください。

ぜひ進学したい 質問 7 にスキップします

条件が合えば進学したい 質問 7 にスキップします

どちらとも⾔えない 質問 8 にスキップします

進学したいとは思わない 質問 8 にスキップします

進学希望者への追加
質問

【６の質問に対して、「ぜひ進学したい」または「条件が合えば進学したい」を選択
された⽅のみ】

7。

その他:

当てはまるものをすべて選択してください。

⾷と農に関してより深く、より⾼度な研究活動を⾏いたい。
⾼度専⾨職業⼈として社会で活躍するためのより⾼度な知識・技術や⾼度で総合的な判断⼒を⾝

に着けたい。
将来、研究者・技術者として働きたい。
学位（博⼠）を取得したい。

質問 8 にスキップします

意⾒・要望・提⾔等

8。

このコンテンツは Google が作成または承認したものではありません。

６．⼤学院農学研究科【博⼠後期課程】への進学を希望されますか。 *

７．⼤学院農学研究科の博⼠後期課程への進学を希望される動機を教えてください。（複
数選択可） *

８．新しく設置する⼤学院農学研究科に対して、その他、ご意⾒、ご要望、ご提⾔等がご
ざいましたらご⾃由にご記⼊ください。 *

 フォーム
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高崎健康福祉大学大学院農学研究科（仮称）の設置に関するアンケート 

高崎健康福祉大学では大学院農学研究科博士前期（修士）課程および同博士後期課程（い
ずれも仮称）の設置を計画し、令和４（2022）年４月の開設を目指して準備を進めておりま
す。群馬県様と本学とが令和元年９月に締結した「農業振興及び 6 次産業化推進に係る連
携協定」においては、人材育成における連携が謳われているところであり、設置予定の本学
大学院ではその一環として社会人を積極的に受け入れる所存です。この際、授業科目の開講
時期や形態について柔軟に対応し、社会人大学院生の学修に配慮したいと考えております。
また、職場経験を積んだ社会人の大学院生と身近に接することは、本学学部生や大学院生に
とっても自らの研究や将来設計に対する大きな刺激となり、官・学のシナジー効果が期待で
きると考えております。一方、大学院設置のための文部科学省への設置認可申請においては、
学生確保の見通しについて詳細な説明を求められることから、学部学生や関連する業界関
係者など大学院入学の可能性がある方々に対するアンケート調査を行うことが一般的です。
学部学生につきましては、本学在学生を対象としたアンケートをすでに実施しております。
そこで、群馬県様につきましても皆様の大学院進学に関するお考えをお聞かせいただきた
く、本アンケート調査を企画いたしました。皆様ご多忙のところ誠に恐縮ではございますが、
なにとぞご協力賜りますようお願い申し上げます。 
なお、本アンケートで得られた情報は大学院設置認可申請の目的のみで使用します。 

用語の説明 
大学院博士前期（修士）課程 
いわゆる修士課程のことで、原則として学部卒業者（学士）が入学し、通常２年間の修
業で修士の学位を得ることができます。この段階で大学院を終えることも、さらに博士
後期課程（以下に説明）に進むこともできます。 

大学院博士後期課程 
いわゆる博士課程のことで、原則として修士の学位を有する者が入学します。通常３年
間の修業と学位論文審査により博士の学位を得ることができます。 

資料４
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（アンケート調査用紙 1/2）

１．あなたの現在の職種は以下のいずれですか。 
□１）行政
□２）普及
□３）研究
□４）その他（   ） 

２．現在、本学で計画中の大学院農学研究科（博士前期（修士）課程・博士後期課程）につ
いて、興味がありますか。 

□１）大変興味がある
□２）興味がある
□３）どちらとも言えない
□４）興味がない

３．大学院農学研究科【博士前期（修士）課程】への進学を希望されますか。 
□１）ぜひ進学したい
□２）条件が合えば進学したい
□３）どちらとも言えない
□４）進学したいとは思わない

３．大学院農学研究科【博士後期課程】への進学を希望されますか。 
□１）ぜひ進学したい
□２）条件が合えば進学したい
□３）どちらとも言えない
□４）進学したいとは思わない

４．【２または３の質問に対して、「ぜひ進学したい」または「条件が合えば進学したい」を
選択された方のみ】 
大学院農学研究科の修士課程または博士後期課程への進学を希望される動機を教えて
ください。（複数選択可） 

□１）食と農に関してより深く、より高度な研究活動を行いたい。
□２）高度専門職業人としてのより高度な知識・技術や高度で総合的な判断力を身

につけたい。 
□３）学位（修士または博士）を取得したい。
□４）その他（ ） 
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（アンケート調査用紙 2/2）

５．新しく設置する大学院農学研究科に対して、その他、ご意見、ご要望、ご提言等がござ
いましたらご自由にご記入ください。 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。

学生確保（資料）- 16
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在学生アンケート集計結果

表１：回答者の所属学科・学年別内訳

1年 2年 3年 4年 5年 6年 計 現員 回答率 (%)

健康福祉学部 医療情報学科 20 24 15 6 65 326 19.9

健康福祉学部 社会福祉学科 23 20 18 8 69 285 24.2

健康福祉学部 健康栄養学科 29 21 27 14 91 328 27.7

薬学部 薬学科 33 16 24 14 11 18 116 581 20.0

農学部 生物生産学科 90 81 0 0 171 195 87.7

計 195 162 84 42 11 18 512 1715 31.1

表２：大学院農学研究科への興味について

1年 2年 3年 4年 5年 6年 計

大変興味がある 11 8 1 3 1 1 25

興味がある 47 30 7 8 1 1 94

どちらとも言えない 76 65 22 12 2 3 180

興味がない 61 59 54 19 7 13 213

表３：大学院博士前期課程への進学意思について

博士前期課程への進学 1年 2年 3年 4年 5年 6年 計

ぜひ進学したい 2 0 0 0 2

条件が合えば進学したい 29 23 1 4 57

どちらとも言えない 57 38 8 4 107

進学したいとは思わない 74 85 51 20 230

注）薬学部薬学科所属学生の回答は集計から除外した

表４：博士前期課程に進学を希望する動機について

1年 ２年 3年 4年 5年 6年 計

⾷と農に関してより深く、より高度な研究活
動を行いたい

17 14 1 4 36

高度専門職業人として社会で活躍するた

めのより高度な知識・技術や高度で総合

的な判断力を身に着けたい

16 14 0 1 31

将来、研究者・技術者として働きたい 18 8 0 0 26

学位（修士）を取得したい 12 13 0 2 27

注）薬学部薬学科所属学生の回答は集計から除外した

表５：大学院博士後期課程への進学意思について

1年 ２年 3年 4年 5年 6年 計

ぜひ進学したい 1 0 0 0 0 0 1

条件が合えば進学したい 20 13 1 5 0 0 39

どちらとも言えない 73 45 10 5 3 2 138

進学したいとは思わない 101 104 73 32 8 16 334

表６：博士後期課程に進学を希望する動機について

1年 ２年 3年 4年 5年 6年 計

⾷と農に関してより深く、より高度な研究活
動を行いたい

11 8 0 5 24

高度専門職業人として社会で活躍するた

めのより高度な知識・技術や高度で総合

的な判断力を身に着けたい

10 9 1 2 22

将来、研究者・技術者として働きたい 10 5 0 1 16

学位（博士）を取得したい 9 10 0 2 21
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本学在学生へのアンケート調査結果（概要）

1年 ２年 3年 4年 5年 6年 計 現員
回答率
(％)

健康福祉学部医療情報学科 20 24 15 6 65 326 19.9

健康福祉学部社会福祉学科 23 20 18 8 69 285 24.2

健康福祉学部 健康栄養学科 29 21 27 14 91 328 27.7

薬学部 薬学科 33 16 24 14 11 18 116 581 20.0

農学部 生物生産学科 90 81 0 0 171 195 87.7

計 195 162 84 42 11 18 512 1715 31.1

大変興味がある 25

興味がある
94

どちらとも言

えない 180

興味がない
213

大学院農学研究科に対する興味
所属学科・学年別回答者数

※アンケートは令和2年10月5日～23日にかけてweb調査で実施した

注）薬学部学生の回答を除いて集計した

条件が合えば

進学したい 22

どちらとも言えない
31

進学したいと

は思わない 28

博士前期課程への進学意思（農学部２年生）
条件が合えば進学したい 1

どちらとも言

えない 8

進学したいと

は思わない
51

博士前期課程への進学意思（学部３年生）

ぜひ進学したい 2

条件が合えば

進学したい 29

どちらとも言

えない 35

進学したいと

は思わない 24

博士前期課程への進学意思（農学部１年生）
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群馬県農政部へのアンケート集計結果

表１：回答者の職種別内訳 表２：大学院農学研究科への興味について

行政 7 大変興味がある 6

普及 10 興味がある 41

研究 76 どちらとも言えない 25

その他 4 興味がない 25

計 97

表３：大学院博士前期課程への進学意思について 表４：大学院博士後期課程への進学意思について

ぜひ進学したい 0 ぜひ進学したい 0

条件が合えば進学したい 5 条件が合えば進学したい 11

どちらとも言えない 25 どちらとも言えない 26

進学したいとは思わない 66 進学したいとは思わない 60

表５：博士後期課程に進学を希望する動機について

⾷と農に関してより深く、より高度
な研究活動を行いたい 1

高度専門職業人として社会で活躍
するためのより高度な知識・技術
や高度で総合的な判断力を身に
着けたい

6

将来、研究者・技術者として働きた
い

3

学位（博士）を取得したい 3
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条件が合えば進学したい 5

どちらとも
言えない 25

進学したい
とは思わな
い 66

博士前期課程への進学意思

条件が合え
ば進学した
い 11

どちらとも
言えない 26進学したい

とは思わな
い 60

博士後期課程への進学意思

大変興味がある 6

興味がある
41

どちらとも
言えない 25

興味がない
25

大学院農学研究科に対する興味

職 種 回答者数

行 政 7  

普 及 10

研 究 76

その他 4

計 97

群馬県農政部職員へのアンケート調査結果（概要）

職種別の回答者数

※アンケートは令和2年10月27日～11月25日
にかけて実施した
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入学希望書

高崎健康福祉大学 学長 殿

私は、 高崎健康福祉大学大学院 農学研究科 生物生産学専攻が開設され、 学生暮集を開

始することになりましたら、 出願を希望いたします。

氏 名 1 ｀化応う
おりぽ！i柘馳穴［わ弓

所 属 I 長署戸文
保有学位 I /了三＼

修士
（どちらかをo) I \!1/ 

希 望理由

博士前期課程(M) 博士後期課程(D)

叫1賃叫恥玲乳 Z- ?1 戸

釣ぃi%t碍印袂ピ lム「二℃ 2,

且穏しい］ t 臼／合ぅ屁訊‘ 『文年

噂や 1z ぢ↑
へ

ぃ
ゾ

t メ- } 1 二 7呵て ＇ノす．
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入学希望書

高崎健康福祉大学 学長 殿

私は、 高崎健康福祉大学大学院 農学研究科 生物生産学専攻が開設され、 学生募集を開

始することになりましたら、 出願を希望いたします。

釦ポ麻帆

所 厩 1 屑式冴津和追五⑮附おギ秤第一叩発喧

氏 名

保有学位

（どちらかを0) e 修士

受験希望課程 

（どちらかを0)
博士前期課程(M) 梱士後期課程(D)

基礎生命科学研究室の外山教授のもと、当社で開発した「とろろ芋」

の品質管理に必要なレオロジ ー 特性の測定を月1同程度の割合で行

希望理由 1 っている。 現在、 得られたデータをもとにテクスチャ ー の改善を模

索している。 今後、 新製品の開発に向けてさらに詳しい実験・解析

を行うために大学院への進学を希望する。

学生確保（資料）- 29



学生確保（資料）- 30



学生確保（資料）- 31



学生確保（資料）- 32



学生確保（資料）- 33



















本学既設大学院および農学研究科（予定）の学生納付金 

研究科 専 攻 入学金 授業料 実験・実習料 

健康福祉学 

医療福祉情報学 100,000 円 700,000 円 

保健福祉学 100,000 円 700,000 円 

食品栄養学 100,000 円 700,000 円 200,000 円 

薬 学 薬学 100,000 円 700,000 円 200,000 円 

保健医療学 

看護学 

（下記領域以外） 
100,000 円 700,000 円 

看護学 

助産学分野 

助産師養成領域 

100,000 円 700,000 円 200,000 円 

理学療法学 100,000 円 700,000 円 

農学（予定） 生物生産学（予定） 100,000 円 700,000 円 200,000 円 

注）本学大学院修士課程もしくは博士前期課程から博士後期課程への進学者について

は入学金を徴収しない。 
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他大学大学院および本学農学研究科（予定）の初年度納付金の比較 

大学・研究科 専攻 初年度納付金（総額） 

玉川大学農学研究科 資源生物学専攻 1,380,235 円 

東京農業大学農学研究科 

バイオサイエンス学専攻 1,502,600 円 

食品栄養学専攻 1,480,600 円 

農学専攻 1,469,600 円 

農業経済学専攻 1,285,600 円 

日本大学生物資源科学研究科 

生物資源生産科学専攻 1,240,000 円 

生物資源利用科学専攻 1,240,000 円 

応用生命科学専攻 1,240,000 円 

生物資源経済学専攻 1,040,000 円 

明治大学農学研究科 
農学専攻 1,123,000 円 

農業経済学専攻 1,011,000 円 

（本学農学研究科） （生物生産学専攻） 1,002,470 円（予定） 

注）2020 年度入学生の初年度納付額を各大学ウェブサイトから抜粋して記載 
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日本も世界も一緒に
元気になる“農”の取り組み

16:30-18:005月21日

2019年

10号館（農学部棟） 2階 202講義室

「コロンビアにおける稲作スマート農業の実践と
今後の展望
－日本の最先端農業IoT技術の実施試験を例に－ 」
講演者： 小川諭志 (CIAT，国際熱帯農業センター)

「～農村から世界の未来を育てる～」
講演者： 矢島亮一 (ＮＰＯ法人自然塾寺子屋)

清水 庸
shimizu-y@takasaki-u.ac.jp

農学部・作物園芸システムコース

「世界とつながる日本
－マレーシアサバ州におけるアグロフォレストリー
の取り組み（JIRCAS国際プロ）－」

講演者： 荒木陽一 (高崎健康福祉大学)

火

お問い合わせ
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 ＃異文化トーク 

  経験から学ぶ 

  「グローバル人材」 

「Life and Education Across the World ： 
 A Personal Journey through Academic Life」 

   海外での生活と教育：研究者としての体験から 

日 時 
2019年 

６月３日 16:30-17:30 
10号館（農学部棟） 2階 205講義室 

月 

Dr. Parinaz Rahimzadeh  
テヘラン大学（学部・修士課程）卒業後来日。2011年 東京大学大学院 博士課程を修了
し、博士研究員としてカナダ ゲルフ大学で研究活動を行う。現在はアメリカ メイン大学 
(School of Forest Resources) にて教育、研究に携わる。 
４か国で学び、生活する中で経験した、“異なる文化を理解する大切さ”や“社会に適応
する力”について実体験を交えてお話いただきます。 
 

グローバリゼーションを肌で感じてきたParinazさん
のおもしろ体験が聞けるかも！？ 

農学部 作物園芸システムコース： 清水 shimizu-y@takasaki-u.ac.jp 

国際交流センター： 中島・沼沢 uhw-kokusai@takasaki-u.ac.jp 

 
お 問 い 合 わ せ 

第2回 農学部セミナー 
 in collaboration with 国際交流 

講演者 

Tokyo Tehran Maine Guelph 

Dr. Parinaz Rahimzadeh (アメリカ メイン大学) 

 通訳有 

 どなたでも参加可能です！ 
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第3回 栄養生理学特別セミナー・第3回 農学部セミナー

清水 誠 先生
東京大学名誉教授
東京農業大学客員教授

高崎健康福祉大学・大学院
栄養生理学研究室：下川哲昭

問い合わせ：shimokawa-n@takasaki-u.ac.jp

日時：2019年11月1日（金）16：30-
場所：高崎健康福祉大学 6号館 101教室

講演内容

乳は動物に摂取されることを目的に作り出
された唯一の食物です。人乳(母乳)は赤ちゃ
んが健康に育つことを可能にするための様々
な成分を含んでおり、そこには母親から子供
への情動の伝達機能まで備わっています。

乳の科学は奥が深い！

本セミナーは、本学健康栄養学科
の地域貢献事業の一つですので
どなたでも参加していただけます。
事前登録などは必要ありません。

一方、牛乳は仔牛の健康と成長に適した成分を含みますが、
栄養価が高く、安全性や加工性に優れた食材であるために、い
つの間にか人類にとっての主要な食物となり、食品学～栄養学
～健康科学の分野においても中核的な地位を占めています。乳
の研究からは、現在の生命科学の基盤となるような発見もたく
さん生まれました。乳に含まれる驚きの成分やその働き、それ
らが社会に及ぼしたインパクトなどについて考えてみましょう。
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第４回 農学部セミナー 

 

 

 

 

「群馬の農業を応援してみませんか」 

【お問い合わせ】 

農学部作物園芸システムコース 荒木 araki-y@takasaki-u.ac.jp 

キャリアサポートセンター   湯本 yumoto@takasaki-u.ac.jp  

来たれ！ 

公務員を目指す諸君 

・群馬の農業の特色と課題 

・群馬県農政部の組織と仕事                     

～研究、普及、行政での経験を踏まえて～ 

・採用試験について 

・インターンシップ制度、等 

群馬県農政部 部長 吉野 努氏 

日時：令和元年１１月１２日（火）16:30～18:00 

会場：10 号館 201教室 

 農業の勉強もできますよ！ 
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農家のおじさんが育てた小麦で 

作ったパンを見たことありますか？ 

～難しいからこそおもしろい。麦の地産地消に挑む！～ 

 高橋 肇 先生 

山口大学農学部教授 
 

日時：令和２年１月２４日（金） 

13:00～14:30 

場所：高崎健康福祉大学 10 号館 203 教室 

【お問い合わせ】 
農学部 作物園芸システムコース 作物学研究室  

岡部繭子：okabe-m@takasaki-u.ac.jp 

多くの方のご来場、お待ちしております！ 

栽培・加工・食育など幅広い研究を実践されている   

麦研究の第一人者である高橋先生に、山口県がチーム 

一丸となって山口県内の学校給食で提供されるパンの 

原料小麦県産 100%達成について、いろいろな視点から 

お話していただきます。 

 第５回  農 学 部 セ ミ ナ ー 
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キャリアサポートセンター   湯本 yumoto@takasaki-u.ac.jp 

 

 

来たれ！ 

公務員を目指す諸君 

 

「求む！ 群馬県農業の応援団員！ 

～皆さんは、まだまだ、群馬県農業の魅力を知らない！～」 
 

  ・群馬県農業の特色 

・群馬県農政部の組織と仕事 

・職員採用試験について  等 

 

群馬県農政部 副部長 倉澤政則氏 
 

日時：令和２年 10月 29日(木)16:30～18:00 

会場：10号館 201 教室 

 

【お問い合わせ】 

農学部作物園芸システムコース 荒木 araki-y@takasaki-u.ac.jp 

キャリアサポートセンター   湯本 yumoto@takasaki-u.ac.jp 

 

第１回 農学部セミナー 

 

 

 

 

 

 

来たれ！ 

公務員を目指す諸君 
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施設園芸におけるスマート農業技術 

～令和元年度スマート農業実証プロジェクトの成果から～ 
 

株式会社誠和 取締役 大出浩睦氏 
 

日時：令和２年 12月 17日(木)16:30～18:00 

会場：10号館 201教室 

 

【お問い合わせ】 

農学部作物園芸システムコース 荒木 araki-y@takasaki-u.ac.jp 

キャリアサポートセンター   湯本 yumoto@takasaki-u.ac.jp 

 

第２回 農学部セミナー 

 

 

 

 

 
施設園芸におけるスマート農業 

技術を勉強してみませんか。 
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Takasaki University of Health and  Welfare FAX.027-353-2055  URL ▼https://www.takasaki-u.ac.jp
〒370ｰ0033 群馬県高崎市中大類町37-1　お問い合わせ／高崎健康福祉大学公開講座係　TEL.027-352-1290

土
高崎健康福祉大学10号館201講義室

200名（お申込みは ハガキ・FAX・HP）

場 所

定 員

日 時

2020年2月8日
13:00 ▼15:30（開場 12：30）

令和元(2019)年度 高崎健康福祉大学公開講座（ぐんま県民カレッジ連携講座）

地域に根ざす
健大農学部

Takasaki University of Health and Welfare 

講座にご参加いただいた方には、講座終了後、
そのまま農学部の見学をしていただければと思います。

高崎健康福祉大学 農学部 学部長　大政　謙次 高崎健康福祉大学 農学部
生物生産学科

生命科学コース 教　授　外山　吉治
作物園芸システムコース 准教授　石神　靖弘
フードサイエンスコース 教　授　松岡　寛樹
アグリビジネスコース 准教授　齋藤　文信

高崎健康福祉大学 農学部 生物生産学科 高崎健康福祉大学 農学部 生物生産学科 高崎健康福祉大学 農学部 生物生産学科 高崎健康福祉大学 農学部 生物生産学科

パネリスト

「地域に根ざす健大農学部」

群馬県特産物の
              新たな活用法

生命科学コース 教授　外山　吉治 作物園芸システムコース 准教授　石神　靖弘 フードサイエンスコース 教授　松岡　寛樹 アグリビジネスコース 准教授　齋藤　文信

Ⅰ部：シンポジウム

Ⅱ部：パネルディスカッション 参加費
無料コーディネーター

健大農学部が目指す新しい
スマートグリーンハウス

講演
2

日本最古の加工食品、
                  漬物の科学

講演
3

世界の日本食ブーム
     －海外進出と輸出－

講演
4

講演
1
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学院修了者の職業別就業動向

専門的・技術的職業従事者 事務従事者

販売従事者 管理的職業従事者

サービス職業従事者 生産工程従事者

農林漁業従事者 上記以外のもの

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学院修了者の産業別就業動向

製造業 公務（他に分類されるものを除く）

学術研究，専門・技術サービス業 情報通信業

卸売業，小売業 農業，林業

教育，学習支援業 上記以外のもの

博士前期課程
（3228人）

博士後期課程
（576人）

学 部
（12706人）

博士前期課程
（3228人）

博士後期課程
（576人）

学 部
（12706人）

全国の農学系大学院生（平成31年3月修了）の産業別（上段）および職業別（下段）の
就業動向
※令和元年度学校基本調査のデータから作図
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